
議案第１号資料

・ 補正予算概要 2 ページ

・ 補正予算比較表 3 ページ

・ 補正予算主な事業内容 4 ページ

・ 事業概要調書 5 ページ

令　和　８　年　第　１　回　（　２　月　）　臨　時　会　議

（第 ９ 号）一 般 会 計 補 正 予 算

補　正　予　算
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◇　一　般　会　計 （第９号）

補正前予算額137,885,555千円に2,990,520千円を追加し、

総額140,876,075千円とする。

◎　歳　入

○ 国庫支出金 2,396,650 千円

・ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金追加 2,112,850 千円

・ 踏切道改良計画事業補助金追加 283,800 千円

○ 繰入金 361,670 千円

・ 財政調整基金繰入金追加 361,670 千円

既計上額 5,628,345千円

○ 市債 232,200 千円

・ 所沢駅ふれあい通り線道路築造事業債追加 232,200 千円

千円

◎　歳　出 歳出の中の◎は、事業概要調書があるものを示しています。

○ 総務費 2,474,520 千円

◎ 物価高騰対応電子商品券給付事業 2,474,520 千円

○ 土木費 516,000 千円

◎ 所沢駅ふれあい通り線道路築造事業（1工区） 516,000 千円

2,990,520 千円

◎継続費の補正　（名称の前の◎は、事業概要調書があるものを示しています。）

○ 変更

◎ 所沢駅ふれあい通り線道路築造事業（1工区）            年割額の変更

（事業概要調書は6ページ）

◎繰越明許費の補正　（名称の前の◎は、事業概要調書があるものを示しています。）

○ 追加

◎ 物価高騰対応電子商品券給付事業 千円

（事業概要調書は5ページ）

2,474,520

議案第1号資料

令 和 ７ 年 度 補 正 予 算 概 要

歳入合計 2,990,520

歳出合計
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（単位：千円）

   予   算   額

会　　　計　　　名 補正前 補正後 比　　　較 備　　　　考

一 般 会 計 137,885,555 140,876,075 2,990,520

 ○令和７年度　補正予算比較表

-
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款 主 な 事 業 内 容
事　業　費
（千円）

担 当 課
事業概
要調書
ページ

総務費 物価高騰対応電子商品券給付事業 2,474,520 経営企画課 5

土木費 所沢駅ふれあい通り線道路築造事業（１工区） 516,000 所沢駅西口区画整理事務所 6

令和７年度　補正予算（一般会計）主な事業内容

-
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款 項 目 07 ③市民参加の実施の有無とその内容

なし

①事業の概要 (事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等)

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討）

⑤その他 (その他必要事項及び添付資料)

なし

根拠法令等 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金制度要綱（国）

事業名 物価高騰対応電子商品券給付事業

新　規　事　業　概　要　調　書

一般会計 経営企画部　経営企画課

2 1 14 説明 物価高騰対応生活者支援費

事業費総額 ２,４７４,５２０ 千円

総合計画の体系
章

人と人との絆
を紡ぐまち

節 地域福祉
コード 123

16 国庫支出金
物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金

2,112,850

基
本
方
針

安心・安全に地域で生活で
きる環境づくり

予算額(千円)

計④
事
業
費
及
び
そ
の
財
源
等

歳
　
入

款 款 名 称 科 目 名 称

消耗品費

11 01 通信運搬費

計

歳入

2,112,850

歳
　
　
　
出

節 細節 細 　節 　名 　称 予算額(千円)

3 04 時間外及び休日勤務手当 3,403

8 02 普通旅費 132

10 01

電子商品券給付業務委託料 2,469,560

811

10 03 印刷製本費 110

　他の自治体においても、類似の事業を実施する。

本事業は、「強い経済」を実現する総合経済対策に基づく国の補正予算の成
立を受け、物価高騰に直面する市民の生活を支援するとともに、市内経済を活
性化させることを目的として、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
を活用し、市内の店舗で利用できる電子商品券を全市民を対象として給付する
ものである。

なお、事業の実施に当たっては、事業予算を令和8年度に繰越明許するもので
ある。
（国補助：補助率　定額）

【実施概要】
　・対象者：令和8年2月1日時点で本市の住民基本台帳に記録されている者
　・内　容：1人当たり5,000円相当の電子商品券
            ※市独自アプリ利用者には、1,056円相当を追加
　・見込額：（5,000円＋1,056円）×342,490人＝2,074,119,440円
　　　　　　※令和7年12月末日時点で積算

＜実施スケジュール＞
　・令和8年2月～：委託契約締結、システム構築、取扱店舗の募集
　・令和8年5月～：対象者への発送　※原則、申請不要 2,474,520

令和8年度(千円) 令和9年度(千円) 令和10年度(千円)

翌年度以降の見込み額　（現時点での概算額であり、今後変更もある）

504

12 51

歳出

-
 
5
 
-



款 項 目 04 ③市民参加の実施の有無とその内容

①事業の概要 (事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等)

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討）

⑤その他 (その他必要事項及び添付資料)

なし

都市計画道路所沢駅ふれあい通り線は、主要地方道東京所沢線から所沢駅東
口のくすのき台交差点までの延長780m、幅員20mの道路で、鉄道と立体交差する
ことにより、駅周辺の慢性的な交通渋滞の解消や東西市街地の一体化を図るも
のである。

このうち、県道久米所沢線から東村山第7号踏切（大踏切）の通りである市道
1-525号線までの延長約200mについて、本事業により建設を進めるものである。

この度、「強い経済」を実現する総合経済対策に基づく国の補正予算成立に
伴い、国からの補助金の内示があったことから、令和8年度に予定していた西武
鉄道による鉄道協定工事の一部を前倒しして実施するため、必要な費用につい
て増額するものである。
（国補助：補助率5.5/10）

23 市債
所沢駅ふれあい通り線道路
築造事業債

232,200

計 516,000

翌年度以降の見込み額　（現時点での概算額であり、今後変更もある）

【鉄道と立体交差する都市計画道路の整備を行っている近隣自治体】
　・東松山市：都市計画道路　松高前通線
　・坂戸市　：都市計画道路　関間千代田線

令和8年度(千円) 令和9年度(千円) 令和10年度(千円)

歳入

歳出

516,000

歳
　
　
　
出

節 細節 細 　節 　名 　称 予算額(千円)

18 42
所沢駅ふれあい通り線立体交差工事
負担金

516,000

621

計④
事
業
費
及
び
そ
の
財
源
等

歳
　
入

款 款 名 称 科 目 名 称 予算額(千円)

16 国庫支出金 踏切道改良計画事業補助金 283,800

根拠法令等 都市計画法、道路法、踏切道改良促進法

事業名 所沢駅ふれあい通り線道路築造事業（1工区）
事業進捗の過程で説明会等を開催し、関係者から意見を聴取し

ている。

事業費総額 ５１６,０００ 千円

総合計画の体系
章

自然と調和す
る住みよいま
ち

節 市街地整備

基
本
方
針

所沢駅周辺のにぎわいのあ
るまちづくりの推進コード

事  業  概  要  調  書

一般会計 街づくり計画部　所沢駅西口区画整理事務所

8 4 2 説明 所沢駅ふれあい通り線道路築造費

-
 
6
 
-


